
マレーシアのガールガイドと交流したこと。初めの頃

は、現地のガールガイドの積極的な歓迎を受けて少々

緊張してしまったが、日本のことやマレーシアのことを

話すにつれてコミュニケーションが取れるようになり、

とても楽しく良い交流会になった。 １２団 鈴木那月          

ドリアンのにおい。マレーシアでは朝市などで路上で

ドリアンを売っている。ホテルから出るとあたたかい空

気とともにドリアンのにおいが漂ってくる。とても臭か

った。                 45 団 山﨑桃音

日本とは違う文化に触れたこと。街の風景やお店、食

べ物など日本と違った部分がたくさんあった。バスも

（日本と同じ大きさで内装は似ているのに）荷物を入れ

る場所や、サイドミラーの形が日本とは全く違ってい

た。同じものでも国によって全く異なっているので、と

てもおもしろかった。      １７団 櫻井孝子

料理。海外の料理だと食べにくくて独特の味がす

るかと思っていた。ホテルのは無理だったけれど、普

通のレストランの料理のほとんどは独特の味ではな

く食べやすいものが多かった。他の国の料理にも興

味を持った。      １２団 鈴木志麻               

英語だけでコミュニケーションをとるのは

思っていたよりも大変で、伝わらなかった時

はどうしたら伝わるのだろうかと考え込ん

でしまった。でもマレーシアの人は「大丈夫」

と英語で言ってくれたので安心して話すこ

とができた。この海外研修で身につけた力

を他のことにも使っていき、自分からもっと

発信していき、いろいろなことを知って学ん

でいきたい。    １２団 志小田美宇

参加したガールスカウトに聞きました。

「一番印象に残ったことは？」

              

                         

                                         

ガールスカウト

  しずおか vol.108 2015(H27.11.1)

日本と変わらない人の優しさ。空港で出会った人か

らガイドさん、マレーシアのガールガイドたち、皆優しく

接してくれて、良い思い出しかない。また皆に会いに

行きたい。      １０８団 若月智代

キナバル公園。日本とは違う気候の植物を見られて

楽しかった。自分の姿勢を変えると見える景色が全然

違うことに気づいた。これは景色だけではなく考え方

についても言えることだと思った。もっと広い視野を

持ちたい。            １２団 小梢聖奈             

い つ：2015 年 7 月 25 日(土)～29 日(水)
どこで：マレーシア ボルネオ島 コタキナバル
だれが：レンジャー ７名、成人 ４名
テーマ：『つなガール in the world』
        ～Sisters living with nature ～

２日目 マレーシアガールガイドサバ州本部で交流会

３日目 コタキナバルの自然とともに

1日目 コタキナバルへ

４日目 市内見学・異文化体験

日本の文化を紹介しました

５日目 帰国

キナバル自然公園にて

サバ州立モスクにて 貴重な体験 詳しくは報告会で

バス

Contents・海外研修・情報特派員・ヤングの活動・みずいろ広場

地元のレストランで
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今回も情報特派員から届いた団や地域での活動をすてきな写真と共に紹介します。

＞

＜団インターナショナルキャンプ‐FUN!FUN!FUN!‐＞

2015年 4月 25～26日団で初めての「インターナショ

ナルキャンプ」ケリーさんとマッシューと英語で話しま

した。聞き取ったり、会話するのは大変だったけれど、

通じたときはとても嬉しかったです。

31団 シニア 岸山さくら

『情報特派員』随時募集！！！

記事を書いてみたい人、写真を撮るのが大好きっ子、みーんなあつまれ！

ガールスカウト活動が大好きで元気な、ｼﾞｭﾆｱ以上 35歳未満の会員が対象です。

募集要項については日本連盟 HPにあります。

＜ウォーターバッジに挑戦‐十二双川の水質検査‐＞

2015年 6月 7日十二双川へ水質検査に行きました。十

二双川の水がとってもきれいでした。ブラウニーの時

は、リトマス試験紙を使ってきれいということがわかっ

ていましたが、想像以上にもっときれいでした。川へ行

ったとき、散歩していた犬が川で水を飲んでいてびっく

りしました。でも、検査の結果を見て、なぜ犬が川の水

を飲んでいたのかわかりました。美味しかったと思いま

す。              65団 ジュニア

<ガールスカウトギャザリング>
2015年 6月 20～21日に行われました。

そこで「がらくたの山を宝の山に」をみ

んなで協力してやることが決まりました。

「がらくた」とは、自分が読まなくなっ

た本や、聴かなくなった CD、やらなく

なったゲームソフトなどです。集めた

「がらくた」は途上国の教育資金の一部

になります。みんなにたくさん出しても

らえるように、自分の部屋にある「宝」

を見つけ出し、積極的に呼びかけをして

進めていきます。

わたしのパトロールでは、フェアトレードについても

話し合いました。物を買うときはなるべくフェアトレー

ドの物を買うなどの意見が出ました。

どちらも自分にできることだと思うので、しっかりや

ります。        24団 シニア 石野愛佳    

                    

夏季団キャンプ

ポイントラリー・キャンプファイヤー

2015年 8月 22日団キャンプを行いました。

今回は普段できない全部門の縦割りパトロール

でシニア・レンジャーのお姉さんたちと一緒に

活動できて楽しかったです。パトロールでテン

ダーフットからリーダーまでみんなでラリーや

スタンツができて楽しかった。コマ地図は初め

てやったので、絵を見てみんなで歩いたのが楽

しかったです。ブラウニーからも「流しそうめ

んを初めてやって楽しかった」「お姉さんたちが

優しかった」「キャンプファイヤーでみんなで歌

ったり踊ったりできて楽しかった」と感想をも

らいました。      33団 ジュニア

２
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目指せ！危険発見隊！

ご協力ありがとうございました

ピーヒャラダンス♪に合わせて

静岡県連盟をアピールしよう！！

ヤングリーダーが中心となり、静岡県連

盟をアピールする動画の作成を計画してい

ます。

参加表明してくださった団には、踊って

もらう部分をお知らせしますので、動画を

撮影して送ってください。詳細は改めてご

連絡します。

どんな動画になるでしょうか…
どうぞお楽しみに！！

≪お問合せ≫

静岡県連盟からのお知らせ

３



              ８月２日～５日

           戸隠ガールスカウトセンター

お助け隊で参加しました。

レンジャー仕切りの企画もあり、シニアと一緒に大

いに盛り上がりました。このような大きな行事では「ガ

ールスカウトならでは」の単語（ex. みみちゃんとい

う愛称の昆虫）や振り付きソングや行動（ex. 配給の

笛）がいっぱいです。だから、大人も子どもも団活動

の中でこれらを習得していないと、盛り上がりについ

ていけないですね。  

今回の体験で私はスカウト以上に成長したかもしれ

ないです。送り出してくださった皆様に感謝します。

         24 団 団委員長 野村 真澄

シニアレンジャー戸隠キャンプ

合同キャンプ 24・82 団

ガールスカウトの日 2015

ラトビアスカウト交流 2015

          7 月 31 日～8 月 12 日

今回で 2 回目となるホームステイ受け入れの中で、

一日の交流集会を計画しました。テーマは、“日本の文

化を紹介しよう”となり、にぎり寿司に挑戦したり、

浴衣を着て茶道を体験したりして頂きました。

スカウトたちも、英語で上手く伝わらなく緊張して

いましたが、調理が始まれば、少しずつ通じ合えると

安心し笑顔がみえるようになりました。

スカウトたちにこの経験が、国際理解のきっかけに

なると嬉しいです。 75 団 リーダー 木下 裕子
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      5 月 24 日

沼津・駿東地区 60 名

廃品回収と千本浜海岸の清掃をしました。

みんなで回収したものは 30Ｌ袋約 10 枚

分でした。 85 団 リーダー 伏見 昌子

7 月 18 日～20 日

浜松市西区の神社敷地

今回はひどい雨が降った日もあれば、真夏の日差し

を浴びた日もありで、どんな天候にも対応できるよう

な立派なスカウトになりました。防災がテーマのキャ

ンプで区役所や消防署から先生を招いて教えていただ

きました。最終日には被災時を想定し、少ない水と備

蓄食材を使ってメニューを考え昼食を作りました。

キャンプテーマである「私が変わる 未来が変わる

～災害に備えて学び、明るい未来を持てるようにしま

す～」を体感したキャンプとなりました。

         24 団 リーダー 西川 朝子         

消火器を使う時は
「ピ」＝ピンを抜く
「ノ」＝ノズルをはずす
「キ」＝きょりをとる
「オ」＝押す（レバー押す）

姉妹都市
「オマハ市との交流」

（静岡市協議会） 7 月 23 日～29 日

スカウト 8 名、リーダー3 名

交流キャンプでは、巻きずしを現地のスカウトと作

りました。そしてお寿司と一緒に味噌汁を振舞いまし

た。「おいしい」と言いながら食べてくれました。書道

も教えました。名前やリクエストの字を書き教えまし

た。興味を持ってくれてうれしかったです。動物園に

泊まったり、ホストファミリーと楽しい時間を体験し

たりしました。ガールスカウトだからできたこの体験

を大切に今後のガールスカウトの活動に生かしていき

たいと思います。   ６５団 シニア 上野 舞子
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